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新殺菌剤
エキナイン顆粒水和剤
　エキナイン顆粒水和剤は、
米国デュポン社が開発したシ
モキサニルとクミアイ化学工業
株式会社が開発したベンチ
アバリカルブイソプロピルの混
合剤です。両社の合意の下
で日本曹達株式会社が開発
を進め、平成19年8月1日に農
薬登録を取得致しました。本
剤は、バレイショ疫病に優れた
防除効果を発揮します。（詳
細は本文をご参照ください。）

　トップジンＭ粉剤ＤＬは、日
本曹達株式会社が開発した
チオファネートメチルを有効成
分とするドリフトレス（ＤＬ）タイ
プの粉剤で、平成20年2月6日
に農薬登録を取得致しまし
た。本剤は、従来品に比べ粉
立ちや飛散が大幅に軽減さ
れています。（詳細は本文をご
参照ください。）

〈表紙〉

新製剤
トップジンＭ粉剤DL

新発売

新発売

ハ　ス

　ハスの化石は新生代第３紀層から発見されて
いるので人類の出現より早い。インド原産ということ
だが本当だろうか。花を観賞するハスは花バスと
言うが、食用のハスと同じ。表紙の花は桜蓮と思う
が全く自信はない。花バスの品種改良と鉢植えが
近年静かなブームを起こしている。不忍池のハス
は江戸時代のアベックが出合茶屋の戸を少し開
けて楽しんだそうだ。
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